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◎ 本日はお忙しい中、2018年度 第2四半期 決算説明会にご参加頂きまして、
誠にありがとうございます。

◎ 説明に先立ちまして、西日本で発生した水害や、度重なる台風の上陸、
北海道で発生した地震等により、被災された方々に心よりお見舞い申し上げます。

◎ また、先般、グループ会社に所属している運航乗務員の体調不良により、
定期便が遅延したことについて、ご搭乗のお客様やご関係の皆さまに、
ご迷惑をおかけしたことを、お詫び申し上げます。

◎ 当社グループでは、復興支援を目的とした「でかけよう北海道」プロジェクトを推進しています。
北海道各空港の利用促進や、道内各地の活性化に向けて、
グループ一丸となって貢献してまいります。

◎ 本日、私からは、
1) 2018年度 第2四半期決算の概要
2) 航空事業における欠航便の影響と下期の事業計画
3) 基本品質の向上
4) 2018年度 下期の取り組み
の4点について、ご説明します。

◎ 最初に、スライドの4ページをご覧下さい。
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◎ 2018年度 第2四半期決算の概要についてご説明します。

◎ 主力の航空事業において、
国際線事業における旅客、並びに貨物需要の着実な取り込みが、トップラインを牽引しました。
売上高は、前年から 5.4パーセント増加の、1兆380億円となり、
2年連続で過去最高を更新しました。

◎ 営業利益は、1,052億円となりました。
前年同期比では、8.6パーセントの減益となりましたが、
当初計画を上回って推移しています。

◎ 右のグラフは、過去5年間における、上期の売上高、並びに営業利益の推移をお示ししています。
ご覧の通り、売上高として初めて1兆円を超えた他、
営業利益で1,000億円、営業利益率で10パーセントを上回る実績となりました。
羽田空港の国際線ネットワーク拡大を始めた2014年度に比べると、
売上高は1.2倍に拡大しました。

◎ 5ページをご覧下さい。
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◎ 中期経営戦略の初年度として、航空事業における今年度 上期の進捗について、ご説明します。

◎ 国際線旅客事業では、日本企業のグローバル化が進展する中、
安定したビジネス需要が定着している一方、単価の高い訪日客も着実に増加しています。
国内販売、海外販売の双方で、力強い需要トレンドが続いており、
旅客キロは、前年比で6.8パーセントの増加となりました。
イールドも、4.9パーセント向上し、計画を上回りました。

◎ 国内線旅客事業では、台風や地震の影響等により、生産量が減少しましたが、
プロモーション運賃の活用を含めた営業施策が奏功した結果、
上期の座席利用率は、前年から1.7ポイント、上昇しました。
また、第2四半期の単価が前年を上回るなど、
グループの収益基盤として、安定した実績となりました。

◎ 国際線貨物事業では、フレイターネットワークの最適化を図るため、需給適合を進めました。
方面別の需給バランスを勘案して、値上げを推進してきた結果、
上期の単価は、前年に比べて21.1パーセント、向上しました。

◎ LCC事業では、2社の統合準備を進めました。
これまで、3つの路線で、2社の運航が重複していましたが、
今年度から、成田＝関西線の運航を、Peachに集約しています。
同時に、経営資源を有効活用して新たな路線を開設し、LCC需要を開拓しました。

◎ 続きまして、6ページをご覧下さい。
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◎ こちらのグラフは、2015年度以降に、新たに就航した路線における、座席利用率の推移です。

◎ 各路線の実績を、5パーセント刻みでプロットしてご紹介していますが、
多くの路線で、就航当初から高い利用率を維持しているのが、お分かり頂けます。
プノンペン線は、上期は雨期が集中するなどのシーズナリティによる影響がありますが、
ビジネス需要を中心に、利用率は着実に向上しています。

◎ ここ数年は、新しい路線を開設すると、
その周辺に就航している既存の路線も含めて、需要が伸びる傾向となっています。
例えば、2014年度以降に、ミュンヘン線、デュッセルドルフ線、ブリュッセル線を開設しました。
その後、主力のフランクフルト線も含めて、需要の基調が更に強まっており、
今年度 上期の座席利用率は、ヨーロッパ方面の全路線で、85パーセント前後に達しています。

◎ ネットワークの拡充と、戦略的な機材の投入により、当社グループの競争力を高めてきた結果、
新たに就航する路線において、早い段階から、需要が定着するようになったと分析しています。

◎ 7ページをご覧下さい。
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◎ ANAブランドにおける、計画欠航便の影響と下期の事業計画について、ご説明します。

◎ 最初に、計画欠航便の影響についてです。
ボーイング787型機のエンジン問題を受けて、安全を第一に対応するため、
7月以降は一部の運航便で欠航せざるを得ませんでした。

◎ 一方、10月末以降の冬ダイヤでは、年度当初に策定した事業計画を修正して、
欠航便を回避しています。
12月からは、改良型のパーツを受領する予定となっており、
現在直面している技術的な課題を、恒久措置として解決していく方針です。

◎ これらの欠航便に伴う生産量への影響を、下段にお示ししています。
ご覧の通り、国内旅客、国際旅客ともに、上期の生産量は計画を下回りました。
下期においては、国内線では当初計画並みの生産量を維持する予定です。
国際旅客は、一部の路線で運休・減便を実施しますが、
お客様をANA前後便等にご案内することで、収支への影響を最小限に留めます。
その上で、好調な需要トレンドを支えに、追加の増収策を実施していきます。

◎ 8ページをご覧下さい。
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◎ こちらのスライドでは、基本品質の向上について、ご説明します。

◎ 当社グループでは、今後の成長ステージへの備えとして、
2017年度から、「経営の基盤固め」に取り組んでいます。

◎ 1点目は、「安全の堅持」です。安全は経営の基盤であり、社会への責務です。
全てのことについて、安全を最優先に取り組むよう、グループ社員に指示を出しています。

◎ 2点目は、「品質サービスの向上」です。
更なる成長ステージを目前に控えて、お客様の利便性を高めながら、
ダントツ品質の実現を目指しています。

◎ 3点目は、「人財の確保・育成」です。
今後の成長を支える人財を安定的に確保するとともに、
効果的な育成を通して、将来のグループを担う人財を養成します。
従業員1人ひとりが意欲を高めることで、生産性の向上も追求しています。

◎ 下段は、これらに関する投資と費用の執行状況ですが、
上期は約4割の進捗となっており、下期も計画に沿って対応していきます。

◎ 9ページをご覧下さい。
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◎ 基本品質向上の取り組みについて、いくつかご紹介します。

◎ 「1) 安全」に関してですが、メーカーが推奨する基準よりも、
エンジンの点検サイクルを短縮してANA独自の基準を設け、きめ細かい整備作業を実施しています。
また、モバイル端末の活用により、運航や整備に関する情報をリアルタイムに共有するなど、
安全への取り組みを強化しています。

◎ 「2) 品質サービス」について、機内Wi-Fiインターネットサービスは、
対象機材の約8割に導入が完了しています。
国内線では、Wi-Fiサービスの無料化や、機内エンターテイメントの充実、
シートモニターの設置など、お客様の利便性向上に努めています。
ユニバーサルなサービスの提供に関しては、車いすをご利用のお客様でも快適にご搭乗頂けるよう、
空港カウンターや搭乗ゲート設備の改修を進めています。
社員教育にも取り組みながら、世界トップレベルのユニバーサルなサービスを目指しています。

◎ 「3) 人財」については、今後の成長を支える人財を積極的に採用しています。
ANAのパイロットは、10年先を見据えた長期的な人員計画に基づいて養成しています。
LCC事業でも、Peach Aviationがパイロットの自社養成を始めます。
また、パイロット、客室乗務員、整備士、空港係員の全ての職種が集結する、
総合トレーニングセンターを建設中です。
羽田空港の周辺に点在している複数の訓練施設を集約した上で、
VRやAR技術を含めた最新鋭の機器を導入して、訓練の質的向上を図り、
人財の育成と安全性の向上を同時に追求します。
さらに、国内線における自動手荷物預け機の導入空港を拡大するなど、
AI・IoTの活用により、生産性の向上も目指しています。

◎ 10ページをご覧下さい。

9



◎ 今年度 下期の取り組みについて、ご説明します。

◎ 最初に「1.事業戦略」についてです。
ANAとしては、ボーイング787型機のエンジン問題に適切に対処することで、
来期以降を見据えた生産体制を確立します。
来年の2月中旬からは、羽田の深夜枠を活用して、ウィーン線を開設することとしました。
中期経営戦略に沿って、着実にネットワークを拡充していきます。

◎ LCC事業においては、Peach Aviationとバニラエアの統合が、計画通りに進んでいます。
先に発表した通り、PeachのCEOが、バニラエアの社長を兼務することとなりました。
経営資源を、徐々にPeachに集約することで、経営の効率性を高めていきます。

◎ コスト面では、「経営の基盤固め」を、計画通りに実施します。
同時に、ユニットコストを着実にコントロールすることで、コスト競争力も向上していきます。

◎ 「2.財務戦略」について、10月にグリーンボンドを発行しました。
環境改善に対する当社グループの姿勢をお示しして、社会的な支持を獲得したことで、
幅広い投資家層に関心を持って頂き、バランスのとれた構成による債券発行となりました。

◎ 最後になりますが、下段にお示しした通り、下期も増収トレンドが継続する見通しです。
原油価格や、エンジンメーカーとの求償対応については、今後の動向を注視していきますが、
いかなる環境変化にも対応しながら、足元を着実に固め、
成長ステージへの備えを万全に整えていきます。

◎ 以上で私からのご説明を終わります。ご清聴、ありがとうございました。
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◎ 私から、2018年度 第2四半期決算の詳細について説明します。
15ページをご覧ください。
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◎ 経営成績の概要です。

◎ 売上高は、前年同期から530億円、5パーセント増加の、1兆380億円となりました。
一方、営業費用は、628億円、7パーセント増加の、9,328億円となりました。

◎ その結果、営業利益は、前年同期から98億円減少の、1,052億円、
経常利益は、98億円減少の、1,029億円、
親会社株主に帰属する四半期純利益は、446億円減少の、737億円となりました。

◎ 純利益の前年差については、
昨年度の上期に、Peach Aviationの連結化に伴う株式評価益など、
合計で約440億円の特別利益を計上したことの反動が、影響しています。

◎ 16ページをご覧ください。
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◎ 財政状態です。

◎ 総資産は、前年度期末より642億円増加の、2兆6,266億円となりました。

◎ 自己資本は、875億円増加の、1兆762億円となりました。

◎ 自己資本比率は、前年度期末から2.4ポイント増加の、41.0パーセントとなりました。

◎ 有利子負債は、48億円減少の、7,935億円となりました。
デット・エクイティ・レシオは、0.7倍となり、前年度期末に比べて向上しました。

◎ 17ページをご覧ください。
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◎ キャッシュフローです。

◎ 営業キャッシュフローは、1,597億円の収入となりました。

◎ 投資キャッシュフローは、航空機を中心とした設備投資等により、
1,228億円の支出となりました。

◎ 財務キャッシュフローは、借入金の返済や社債の償還、配当金の支払等により、
408億円の支出となりました。

◎ 3ヶ月超の定期・譲渡性預金の資金移動を除いた投資キャッシュフローから算出する、
実質フリーキャッシュフローは、245億円の収入となりました。

◎ 18ページをご覧ください。
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◎ セグメント別の実績です。

◎ 航空事業のほか、航空関連事業、商社事業でも増収となりました。
国際線事業の拡大に合わせて、グループの様々な事業で売上高を伸ばしました。

◎ 旅行事業は、国内旅行の販売額が減少した影響により、減収となりました。

◎ 続きまして、航空事業の詳細について説明します。
20ページをご覧ください。
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◎ 航空事業における営業利益の、前年同期比較です。

◎ 売上高は、504億円の増加となりました。
国内旅客は、例年になく台風の影響が大きかったことに加え、
地震の発生や、ボーイング787型機のエンジン問題に伴う欠航が重なったことで、
前年から減収となりました。
国際旅客、貨物郵便は、トップラインを大きく伸ばしました。

◎ 一方、営業費用は、585億円の増加となりました。
事業規模の拡大により、生産連動費用が増加した他、燃油費も大幅に増加しました。
国際線の運賃に、燃油サーチャージを転嫁していますが、
上期を通して燃油市況が上昇基調で推移したため、燃油費の増加が先行しました。

◎ 以上の結果、営業利益は、前年同期から81億円減少して、1,010億円となりました。

◎ ユニットコストについては、下段に記載した通り、計画ラインで推移しています。

◎ 22ページをご覧ください。
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◎ 国内旅客の状況です。

◎ 左の図は、上期の減収額、28億円の要因分析です。

◎ 旅客数要因では、主として台風や地震の影響により、
30億円の減収となりました。

◎ 単価要因については、需要のピーク期を迎えて、座席利用率が向上した中、
単価の高い需要を取り込むための運賃戦略を実行しました。

◎ 21ページにお示しした通り、
第2四半期の生産量は、前年に比べて、5.2パーセントの減少となりました。
このような中で、営業施策を強化した結果、
第2四半期単独の実績として、座席利用率は、73.2パーセントまで上昇し、
単価も前年比で1.4パーセント、向上しました。

◎ 24ページをご覧ください。
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◎ 国際旅客の状況です。

◎ 左の図をご覧ください。
上期の増収額、355億円の要因分析です。

◎ 旅客数要因では、生産量の拡大に合わせて、
需要を幅広く取り込んだことで、255億円の増収となりました。

◎ 単価要因では、燃油サーチャージの引き上げに加えて、
イールドマネジメントを徹底した効果も表れた結果、100億円の増収となりました。

◎ 続いて、25ページをご覧ください。
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◎ 方面別の供給と需要の推移です。

◎ 第2四半期の旅客キロは、いずれの方面も前年を上回る実績となりました。

◎ 左下にお示しした中国方面について、
他のエアラインを含めた日中間の総供給量は、前年から、ほぼ横ばいで推移している一方、
訪日客を中心に、需要の増加基調が続いています。
イールドについても、中国方面は顕著な伸び率となりました。

◎ その他の方面でも、生産量の増加に合わせて、旺盛な需要を獲得しています。

◎ 26ページをご覧ください。
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◎ こちらのスライドは、出発地別、並びにクラス別に需要を分析したものです。

◎ 各グラフは、2018年度上期の旅客数実績を、前年同期と比較したものです。
水色は羽田発着を、青色は成田発着を表しており、
前年同期における両空港の合計旅客数を100として、それぞれの伸び率を示しています。

◎ 左の図をご覧ください。
国内出発の旅客数は、堅調なビジネス需要や、レジャー需要を取り込んだことで、
前年を上回る実績となりました。

◎ 海外出発については、国内出発を大きく上回り、前年比で12パーセントの伸び率となりました。
2014年度から2017年度までの4年間で、ANA国際線の生産量を1.6倍に拡大し、
海外の就航先も、当時の32都市から、現在は42都市まで増やしてきました。
これまで拡大してきたネットワークが、海外マーケットで定着しています。

◎ 右の図は、クラス別の実績です。
羽田と成田を合わせたクラス別の旅客数として、ビジネスクラスは前年同期比で10パーセント、
エコノミークラスは同8パーセントと、どちらも高い伸び率となりました。

◎ 続きまして、30ページをご覧ください。
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◎ 国際貨物の状況です。

◎ 左の図をご覧ください。
上期の増収額、93億円の要因分析です。

◎ 重量要因では、日本発着の輸出入貨物の取り込みを優先するなど、
単価を重視する営業施策を展開した結果、20億円の減収となりました。

◎ 単価要因では、堅調な需要動向を背景に、
相対的に高い、輸出入貨物のシェアを拡大したことや、
値上げを実施したこと等により、115億円の増収となりました。

◎ 右の図は、輸出入貨物の総需要と、当社グループの実績の推移です。
水色の折れ線グラフは、単価の前年比をお示ししていますが、
2017年度の第1四半期から、6四半期連続で、2割程度の向上を続けてきました。
今年度上期も、前年比で21.1パーセントの伸び率となりました。

◎ 31ページをご覧ください。
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◎ LCC事業の実績です。
本スライドの数値は、Peach Aviationと、バニラエアの合算値をお示ししています。

◎ 売上高は前年同期から、10パーセント弱 増加して、483億円となりました。
2社合計の座席利用率は、87.1パーセントとなり、
第1四半期に続いて、高い水準を維持しています。

◎ 統合に向けた準備を進める中で、当第2四半期中に、
バニラエアの成田－石垣線や、Peach Aviationの関西－釧路線が、新たに就航しました。
座席利用率は、いずれも、85パーセント以上となり、好調な滑り出しとなりました。

◎ 32ページに、LCC各社の輸送実績をお示ししていますので、ご確認ください。

◎ 私からの説明は以上です。ご清聴、ありがとうございました。
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